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審査内容 

１ 条例等審査 

  議案第６６号 中巨摩地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び同組合規約 

         の変更の協議の件 

  議案第７３号 甲斐市水道事業等及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正 

         の件 

  議案第７０号 甲斐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する 

         基準を定める条例の一部改正の件 

２ 補正予算審査 

  議案第７４号 令和５年度甲斐市一般会計補正予算（第６号） 
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  議案第７８号 令和５年度甲斐市介護サービス特別会計補正予算（第１号） 

３ その他 
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開会 午前 ９時２６分 

 

○書記（深澤隼人君） ご参集、大変お疲れさまです。 

  それでは、ただいまから厚生環境常任委員会を始めさせていただきます。 

  本日の委員会は、初めに委員長より挨拶をいただき、委員長の進行により議事を進めてま

いりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、金丸委員長、挨拶お願いします。 

○委員長（金丸幸司君） 改めて、おはようございます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（金丸幸司君） ただいまの出席委員は５名であります。定足数に達しておりますの

で、これより厚生環境常任委員会を開催いたします。 

  なお、山本委員は欠席の連絡がありましたので、ご報告いたします。 

  本日の委員会は、今定例会初日に付託されました議案の審査を行います。 

  審査に入る前にお諮りいたします。本日は、円滑な審査を行うため、お手元に配付した議

案審査日程により審査を行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認め、そのようにいたします。 

  それでは初めに、条例等審査を行います。 

  議案第66号 中巨摩地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び同組合規約の変更

の協議の件を議題といたします。 

  それでは、当局の説明を求めます。 

  望月環境課長。 

○環境課長（望月新路君） 改めまして、おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、中巨摩地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び同組合規約の変更の協

議の件につきまして、ご説明させていただきます。 

  議案の１ページをお願いいたします。 

  議案第66号 中巨摩地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び同組合規約の変更

の協議の件でございます。提案理由につきましては、中巨摩地区広域事務組合の共同処理す
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る事務を変更し、及び同組合の規約を変更する協議につきましては、地方自治法第290条の

規定により議会の議決を得る必要がある、これがこの条例案を提出する理由であります。 

  内容につきましては、南アルプス市の旧八田村、旧白根町、旧芦安村地域のし尿等につき

ましては、中巨摩地区広域事務組合のし尿処理場を利用していたため、共同処理する事務の

範囲とされておりましたが、令和６年４月から南アルプス市もほかの地域と同様に三郡クリ

ーンセンターに３地域についても搬入することとなったことから、し尿処理場の利用につい

ては南アルプス市全域を除くこととなり、そのため共同処理する事務及び規約を変更する必

要となったものです。 

  この規約は、令和６年４月１日から施行となります。 

  議会資料１ページをお願いします。 

  規約の新旧対照表になりますが、第３条第５号中の旧若草町、旧櫛形町及び旧甲西町を削

る規約の変更となります。 

  以上で説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  ここで、委員並びに職員各位に申し上げます。 

  質問は一問一答とし、また、質問、答弁は簡潔明瞭にしていただけますようお願いいたし

ます。 

  それでは、説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了します。 

  これより、議案第66号を採決いたします。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 
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  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第66号を終わります。 

  次に、議案第73号 甲斐市水道事業等及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正

の件を議題といたします。 

  それでは、当局の説明を求めます。 

  望月環境課長。 

○環境課長（望月新路君） 引き続き、よろしくお願いします。 

  合併浄化槽事業の公営企業会計移行に伴います条例の一部改正について説明させていただ

きます。 

  議案の17ページをお願いいたします。 

  議案第73号 甲斐市水道事業等及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正の件で

ございます。 

  議案20ページ、提案理由につきましては、「公営企業会計の適用の更なる推進について」

の要請等により、合併浄化槽事業について地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴

い、所要の改正を行う必要がある、これがこの条例案を提出する理由になります。 

  詳細につきましては、議会資料について説明させていただきます。 

  議会資料は27ページをお願いいたします。 

  まず最初に、１、改正の背景等、（１）経緯でございますが、平成27年総務大臣の通知

「公営企業会計の適用の推進について」により、人口３万人以上の市区町村に対し、下水道

事業及び簡易水道事業の公営企業会計への移行する旨の要請があり、さらに平成31年に合

併浄化槽事業等においても令和５年度までに移行するよう要請がありました。 

  これを受け、本市においても合併浄化槽事業において令和６年４月１日に移行するととも

に、業務を公営企業部に移管する準備を進めております。 

  （２）公営企業会計移行による主な変更点でありますが、大きく分けて２点ございます。 

  まず、１点目でありますが、関係条例等の制定、廃止及び一部改正になります。それにつ

きまして今回議案として上程させていただきました。 

  ２点目は、会計処理の方式の変更でございます。現在、官公庁会計として現金主義の単式

簿記を適用しておりましたが、これからは公営企業会計による発生主義の複式簿記となりま

す。 
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  次に、（３）といたしまして、公営企業会計移行の理由でございますが、総務省が公営企

業会計の適用推進する理由としまして、近年施設の老朽化や人口減少による料金収入の減少

など公営企業をめぐる経営環境が厳しさを増している状況の中で、経営基盤の強化と財政マ

ネジメントの向上に取り組むことが求められております。特に、将来にわたり持続可能なス

トックマネジメントの推進や適切な原価計算に基づく料金水準の設定は、今後の公営企業会

計の基盤強化に不可欠な取組であり、これらの取組を進めるためには公営企業会計により得

られる情報が必須となります。 

  また、抜本的な改革の推進に当たっても公営企業会計に基づく財務情報を関係者間で共有

することが有効となるためとしております。 

  次に、２、改正の要旨、（１）改正の概要でございますが、合併浄化槽事業を地方公営企

業法の規定に適用し、既に公営企業会計に適用しています水道事業等及び下水道事業の例規

に溶け込ませ、また準用することといたします。 

  なお、地方公営企業法では事業ごとに管理者を置くことになっておりますが、本市の水道

事業等と同様、独自の管理者を置かず、管理者の権限は地方公共団体の長、いわゆる市長が

行うことといたします。 

  これらの内容の改正につきましては、以下の該当条例14条例が対象となっております。 

  29ページになりますけれども、（２）主な改正条文について説明いたします。 

  上から事業の名称につきましては、旧の欄「下水道事業」を新の欄「下水道事業及び戸別

合併処理浄化槽事業（以下「下水道事業等」という。）」に改めます。表の右の欄になりま

すが、該当条例となっております。 

  次に、管理者の名称につきましては、現行の「水道事業及び簡易水道事業並びに下水道事

業の管理者の権限を行う市長、若しくは市長」の明記を「水道事業及び簡易水道事業並びに

下水道事業及び戸別合併処理浄化槽事業の管理者の権限を行う市長」に改めます。 

  該当条例につきましては、表右欄の13条例となります。 

  次に、（３）改正条例数につきましては、一部改正が14件であります。 

  （４）施行期日につきましては、令和６年４月１日を予定しております。 

  次の30ページから32ページにつきましては、今回の条例改正に伴い改正を行う規則等の

一覧でございます。 

  上から（１）一部改正する規則が３件、（２）廃止する規則２件、こちらにつきましては

（７）の公営企業管理規定について同内容で制定し直すこととなります。（３）一部改正す
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る告示２件、（４）廃止する告示、要綱が１件、こちらも（10）の公営企業管理告示とし

て制定し直します。（５）一部改正する訓令が２件、31ページに移りまして、（６）一部

改正する公営企業管理規程27件、（７）制定する公営企業管理規程が２件、32ページに移

りまして、（８）廃止する公営企業管理規程が１件、こちらは市長部局に同様な規程があり、

機構改革に伴い廃止すべきでありましたが、処理されず残されていましたので、今回総務課

と協議し廃止するものです。（９）一部改正する公営企業管理告示９件、（10）制定する

公営企業管理告示１件の計50件になります。前段の条例改正14件と合わせますと、今回64

件の条例、例規の改正となります。 

  資料33ページから51ページまでは、個々の条例の新旧対照表でございます。それぞれ下

線部が変更箇所となっております。今回につきましては、件数が多いことと変更内容が名称

表記の変更など業務内容に関する変更ではないため、個々の説明は省略させていただきます。 

  以上で説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 質問なんですけれども、下水道事業が戸別合併処理浄化槽事業と一体

化するというふうに考えてよろしいんですか。 

○委員長（金丸幸司君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 現在のところ下水道事業と戸別合併浄化槽事業というのは別々の

形で管理していく形になります。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 例えば、下水道が布設される予定のないところで合併浄化槽を設置し

たとして、使用料とかそういうのが下水道と同じ程度になるということなんでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 今回、下水道事業のほうで使用料の見直しのほうをされておりま

す。今後、合併浄化槽事業につきましてもそれに倣って改正する必要があるかどうか、それ

を見極める中で必要であれば改正するというような、使用料の改正もあるのではないかと考

えております。 
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  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了いたします。 

  これより、議案第73号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第73号を終わります。 

  ここで職員の入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時４２分 

 

再開 午前 ９時４４分 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、議案第70号 甲斐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正の件を議題といたします。 

  それでは、当局の説明を求めます。 

  中島子育て支援課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） お疲れさまでございます。 

  子育て支援課より甲斐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部改正の件について説明をさせていただきます。 
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  議案書の11ページ、議会資料の20ページから21ページになりますのでよろしくお願いい

たします。 

  初めに、議案書11ページをお願いいたします。 

  議案第70号 甲斐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部改正になります。提案理由になりますが、特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準が改正されたことに

伴い、所要の改正を行うものであります。 

  附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものとしております。 

  それでは、新旧対照表で説明をさせていただきます。 

  議会資料の20ページをご覧ください。 

  第15条第１項第２号中「同条第11項」を「同条第10項」に改めます。 

  第36条第３項中の「第６条第２項中」の次に「「特定教育・保育施設（認定こども園又

は幼稚園に限る。以下この項において同じ。）」とあるのは「特定教育・保育施設（特定利

用教育を提供している施設に限る。以下この項において同じ。）」と、」を加えるものとし

ています。 

  以上、説明とさせていただきます。ご審議のほうをよろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了いたします。 

  これより、議案第70号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 
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  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第70号を終わります。 

  以上で条例審査を終了いたします。 

  次に、補正予算の審査を行います。 

  審査に入る前にお諮りいたします。補正予算の内容により、ある程度まとめて説明を受け、

質疑を受けたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） それでは、そのようにいたします。 

  初めに、議案第74号 令和５年度甲斐市一般会計補正予算（第６号）を議題といたしま

す。 

  初めに、子育て支援課より３款民生費、２項児童福祉費について説明を求めます。 

  中島子育て支援課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） お疲れさまです。 

  それでは、引き続き子育て支援課より、補正予算につきまして説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の14ページから19ページとなります。 

  初めに、14ページをお願いいたします。 

  14ページ、一番下の欄となります。 

  ３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費であります。 

  15ページの説明欄をご覧ください。 

  02児童福祉関係会計年度任用職員等費の財源更正となります。こちらは、国及び県の地

域子ども・子育て支援事業交付金の合計18万6,000円の財源更正となります。 

  説明欄17ページの説明に移ります。 

  10児童福祉諸費850万2,000円の増額補正になります。こちらは、公立保育園での県産木

材を使用した玩具について、保険会社からの寄附金により購入する42万円と、旧しきしま

幼稚園、現在松島さくら保育園に隣接する敷地内にある樹木の安全性と木の保護を行う経費

93万2,000円と令和４年度に実施した子育て世帯生活支援特別給付金その他世帯分の事業費

72人分の減額の国庫返納金360万円と、事務返納金355万円の増額補正をするものの合計と

なります。財源内訳は、児童福祉費寄附金の41万2,000円の増額となり、その他は全て一般

財源となります。 
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  11子ども医療費助成事業6,590万円の増額補正になります。こちらは、コロナ禍の医療控

えから未就学児や小学生、高校生世代の医療費が伸びたための審査支払手数料130万円と扶

助費の医療費小学生以下5,134万7,000円の増額、中学生137万8,000円の減額、高校生1,463

万1,000円の合計6,460万円の増額の合計となります。財源は、県の乳幼児医療費助成事業

補助金と支給事務費補助金の1,810万7,000円と一般財源となります。 

  12次世代育成支援対策事業は、財源更正となります。子ども・子育て支援事業交付金補

助基準額の変更に伴うもので、国及び県の地域子ども・子育て支援事業交付金５万8,000円

の財源更正となります。 

  13子ども家庭総合支援拠点事業１万3,000円の増額補正になります。令和４年度の児童虐

待対応専門員の人件費の実績報告により確定した返納金となります。 

  19療育医療費助成事業38万7,000円の増額補正になります。令和４年度未熟児療育医療費

国庫負担金の返納金となります。財源は全て一般財源となります。 

  21民間保育所整備事業157万円の増額補正であります。こちらは、保育対策を充実する目

的の保育所ＩＣＴ化事業で、私立の松島さくら保育園と指定管理の竜王西保育園のＩＣＴ化

のシステム導入として、保育対策総合支援事業費補助金の端末購入費上限額70万円の５分

の４の56万円につきまして、国４分の３、市４分の１の補助事業とソフト購入費上限額30

万円の４分の３の22万5,000円について、国３分の２、市３分の１の補助事業となり、１園

当たりの事業者負担を除く78万5,000円の事業費の２園分となります。財源は、国庫支出金

が114万円、一般財源が43万円となります。 

  次に、16ページ、２目児童措置費になります。 

  17ページをお願いいたします。 

  01児童手当436万1,000円の増額補正であります。こちらは、令和４年度給付実績の確定

に伴い、国庫負担金を返還するものであります。令和４年度は中学生までの世帯、5,723世

帯9,252人への支給を行いました。財源は全て一般財源となっております。 

  次に、16ページ、３目母子福祉費になります。 

  17ページをお願いいたします。 

  01ひとり親福祉事業749万1,000円の増額補正であります。令和４年度母子家庭等対策総

合支援事業おいて、給付実績の確定に伴う国庫補助金の返還金218万6,000円と、同じく令

和４年度新型コロナ感染症による影響が長期化し、食費等物価高騰に直面し、国において低

所得のひとり親世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金ひとり親世帯分について、給付
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実績の確定に伴う国庫補助金の返還金90人分の450万円と事務費、システム改修等の差額80

万5,000円の合計となります。財源になりますが、一般財源となります。 

  03児童扶養手当79万4,000円の増額補正であります。こちらは、令和４年度児童扶養手当

国庫負担金の返還金となります。財源は全て一般財源となります。 

  04助産母子生活支援事業30万円の増額補正であります。こちらは、令和４年度児童福祉

法による児童施設措置費補助金の国庫負担金及び県負担金の返還金となります。こちらも財

源は全て一般財源となります。 

  16ページをお願いいたします。 

  ４目保育所費になります。 

  12特別保育事業1,564万5,000円の増額補正になります。こちらは、地域子ども・子育て

支援事業の国及び県の交付要綱が改正されたことに伴う補助基準額の増額で、光保育園ヤン

チャリカへの委託料増額分24万1,000円と、子育てのための施設等利用給付補助金の施設利

用者の増加に伴う増額で、施設等の一時預かり保育と認可外保育利用の増額分16万8,000円

の増額と、保育環境改善等対策として私立保育園７園分の使用済み紙おむつの自園処理用の

保管用ごみ箱の購入に伴う県３分の２、市３分の１の補助の92万2,000円と甲斐市保育対策

等促進事業補助金として、一時預かり事業での増加分536万6,000円、延長保育事業は私立

幼稚園での増加と延長時間の増加による23万6,000円の増額、病児・病後児保育事業での利

用児童数の増加分350万6,000円の増額と一時保育事業は私立保育園や認定こども園など中

級施設の園児164人分の利用増加に伴う134万5,000円の増額、市単独事業であります障がい

児保育事業の対象人数10人から20人の増加に伴い355万2,000円の増額、令和４年度子育て

のための施設等利用給付費の実績に伴う返還金20万7,000円と、令和４年度山梨県私立幼稚

園等施設等利用費負担金の実績に伴う返還金10万4,000円の増額をするものの合計となりま

す。財源内訳ですが、子育てのための施設等利用給付交付金と地域子ども・子育て支援事業

交付金として764万1,000円の増額と、一般財源は800万4,000円となります。 

  19ページをお願いいたします。 

  失礼しました。先ほどの説明を一度戻らせていただきます。 

  16ページの４目保育所費からの説明を再度させていただくようにします。 

  17ページをお願いいたします。申し訳ありませんでした。 

  01保育園関係職員費になります。財源更正となりまして、山梨子育て応援事業補助金と

いたしまして46万6,000円の県支出金の補助となります。 
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  10教育保育事業費１億4,173万1,000円の増額補正であります。こちらは、保育所の在園

児に関わる委託費と給付費になりまして、毎月園児数、各年齢、認定区分、園の規模、処遇

加算項目により定められた公定価格に基づき月ごとに支払う費用で、決算見込みより１億

2,593万2,000円を増額するものとなります。主な増額要因は、甲府市にある私立幼稚園で

の認定こども園への移行や保育所及び認定こども園の３歳児数の増加及び小規模保育園のゼ

ロ歳から２歳児の増加分となります。 

  また、令和４年度の保育士等処遇改善臨時特別交付金の私立保育園の保育士減員の実績に

基づき交付金の返還29万5,000円と、令和４年度子どものための教育保育費給付費国交付金、

県負担金の返還金1,555万4,000円の合計となります。財源内訳になりますが、教育保育給

付負担金国費と県費は１億614万2,000円に増額され、一般財源は3,558万9,000円となりま

す。 

  12特別教育事業につきましては、先ほどの説明のとおりとなります。 

  19ページをお願いいたします。 

  次の20竜王北保育園費、財源更正になります。こちらは、山梨県保育対策総合支援事業

補助金として、おむつの自園での処理分、室外用ごみ箱の３分の２の補助分の７万3,000円

の県支出金と同額の一般財源の減額の財源更正となります。 

  21竜王東保育園費も先ほどの財源更正と同様の内容となります。 

  23竜王西保育園費24万1,000円増額補正になりますが、こちらは指定管理料の地域子ど

も・子育て支援事業の国及び県の交付要綱が改正されたことに伴う補助基準額の増額となり

ます。財源の内容になりますが、地域子ども・子育て支援事業交付金と山梨子育て応援事業

補助金の増額に伴うものとなります。 

  24竜王中央保育園費、財源更正になりますが、こちらもおむつの自園での処分用の室外

ごみ箱の補助分７万2,000円の県支出金と、同額の一般財源の減額の財源更正となりますが、

端数処理により1,000円の減額となっております。 

  25敷島保育園費は、22万5,000円の増額補正となります。こちらは、調理員が欠員となり

代替え調理員で対応する補修費の増額分となります。財源の内訳は一般財源となります。 

  次に、18ページ、５目児童館費になります。 

  19ページをお願いいたします。 

  01児童館総務管理費614万2,000円の増額補正となります。こちらは、特殊建築物定期調

査におきまして竜王地区児童館６館の38か所と、敷島双葉地区５館の32か所の非常用照明
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器具が経年劣化により照度不足など点灯不良が指摘されたため、安全の確保から早急に常用

照明の取替え工事を実施する必要があるための工事費の増額補正となります。財源の内訳に

なりますが、合併特例債580万円と一般財源となっております。 

  11放課後児童健全育成事業301万6,000円の増額補正になります。令和４年度子ども・子

育て支援交付金の実績の確定に伴い、国庫負担金を返還するものとなります。財源は全て一

般財源となります。 

  次に、22竜王東児童センター費８万8,000円の増額補正になります。こちらは、消防用設

備点検において自動火災報知機設備、非常用放送設備、誘導灯バッテリー、ブレーカースト

ッパー等の指摘に伴います改善の修繕費となります。財源は全て一般財源となります。 

  以上でございます。ご審議をよろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 17ページの21の民間保育所整備事業で、竜王西保育園とそれと敷島

さくら保育園ですか。これにＩＣＴ関係の整備ということでおっしゃったんですけれども、

これ以外の保育園とかそういうのはどういうふうになっているんでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 中島課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） 私立保育園につきましては、ＩＣＴを希望される保育園に

つきましては随時の募集という形になりまして、今回竜王西保育園、松島さくら保育園が導

入という形になっております。 

  公立保育園５園は令和４年度から導入済みとなりまして、今回導入されるこちらの２園に

つきましても公立保育園と同じ仕様のＩＣＴのシステムを導入するという形になっておりま

す。 

  こちらのそれ以外の保育園につきましては、新しい保育園はこのＩＣＴの導入をかなり進

めてはいるんですけれども、まだ既存の古い保育園については未導入という保育園がかなり

ありますので、こちらにつきましては随時こういったシステムがあるということを周知を行

っていますので、保育園のほうで導入希望があり次第、予算化の対応をさせていただきたい

と考えております。 

  以上になります。 
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○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  秋山副委員長。 

○委員（秋山照雄君） 19ページの10番の児童館の管理費、照明工事とあるんですけれども、

どういう照明工事、内容がどういう工事ですか。 

○委員長（金丸幸司君） 中島課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） 児童館におきましては、４年に一度の特殊建築物の点検を

した結果、非常用照明の点灯不良ということで、非常照明は停電時に一定時間点灯して、そ

ちらの点灯の間に野外に避難するためのそういった照明になっているんですけれども、内部

にバッテリーを積んでいるものになります。そのバッテリーが、やはり設置以来一度も変え

ていなかったということで、一度に70か所ぐらいの交換、天候とかやはり年数を経過した

ということで不良になってしまったということで、竜王地区の５館の児童館では38基、敷

島双葉地区でも32基の交換が必要という形で、その非常用バッテリーをそのままそっくり

交換するというバッテリーつきの電気を一式交換するという70基交換するという内容にな

っております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 秋山副委員長。 

○委員（秋山照雄君） これは何、今までじゃ１回も取り替えていないということ。今まで一

度も。 

○委員長（金丸幸司君） 中島課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） 指摘が、この特殊建築物や消防点検の中で指摘があったも

のは随時交換するようにしているんですけれども、今回はその設置から初めて本当に十数年

経過したものがばったりとバッテリーが不良になってしまったということで、一度にこの機

具が、やはりバッテリー式なものである一定まではずっとそれが保つんですけれども、寒か

ったり暑かったりという天候もあったりすると、急に能力が落ちてしまう。照度不足という

そのバッテリーの寿命が来てしまったということで、今回交換をさせていただきたいという

内容になっております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 
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  ここで職員の入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時１１分 

 

再開 午前１０時１３分 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、健康増進課より、４款衛生費、１項保健衛生費について説明を求めます。 

  瀧波健康増進課長。 

○健康増進課長（瀧波秀彰君） よろしくお願いします。 

  健康増進課から12月補正予算について説明をさせていただきます。 

  資料は、令和５年度12月補正予算説明書20ページから21ページになります。 

  それでは、20ページをお願いいたします。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、３目健康増進推進費になります。 

  補正額99万6,000円の増額補正をお願いするものでございます。財源の内訳につきまして

は、国・県支出金52万円、こちらは後ほど説明をさせていただきますが、がん患者アピア

ランスケア支援事業の県補助金となります。その他一般財源47万6,000円でございます。 

  主な内容の説明に移らせていただきます。 

  21ページ、上から２行目になります。 

  まず、事業名01母子保健事業ですが、妊婦一般健診に係る負担金について、対象者数の

減少により210万円を減額するとともに、令和４年度の母子保健衛生費、国庫補助金の精算

に伴う返還金205万6,000円の増額をお願いするもので、母子保健事業全体で４万4,000円の

減額補正となります。 

  続きまして、その下の02健康推進事業につきましては、本年度新たに実施を予定してお

りますがん治療に起因する外見の変化に対する患者の心理的、経済的負担を軽減するための

がん患者アピアランスケア支援事業、こちらに係ります補助金を設定しまして104万円の増

額補正をお願いするものでございます。 

  こちらの事業につきましては、甲斐市定例市議会資料の52ページをご覧ください。 

  こちら、がん患者に対する甲斐市アピアランスケア支援事業の概要となります。 

  １の経緯としまして、山梨県ではがん治療に起因する外見の変化に対する患者の心理的負
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担や経済的負担を軽減すること、こちらをアピアランスケアと言いますが、これを目的に市

町村が実施するウィッグ、かつらですね。かつらをはじめとする外見の変化を補完する補正

具の購入費用への助成事業に対しまして補助金を交付する事業を創設した、こちらに伴いま

して、本市においてもこの県の補助事業を活用して当該支援事業を実施することとしたとこ

ろでございます。 

  事業の概要としまして、助成対象ですが、適用日を令和５年４月１日に遡ります。対象と

しましては、甲斐市に住民登録があり、市税に滞納がない方、また、がんと診断され、がん

の治療を受けた、または現在受けていらっしゃる方を対象とします。 

  助成内容につきましては、表のとおり対象補正具、上限額、回数を設けていまして、ウィ

ッグ、帽子につきましては上限額１回２万円、１人１回の回数が設けられます。補正用の下

着については上限額２万円、こちらは１人乳房が左右ございますので、左右という形で１回

ずつと記載させていただいております。次の人工乳房・乳頭につきましては上限額が10万

円、こちらも１人左右１回ずつとさせていただいております。 

  ３番目の事業費になります。こちらが104万円。財源の内訳は、県補助金が52万円、一般

財源が52万円。算出根拠としまして、甲斐市のほうで補正予算を計算する上での表になっ

ております。それぞれの対象になる補正具に対して件数を設けまして、補正予算のほうを算

出しております。ウィッグ、帽子につきましては30件、補正用下着12件、人工乳房・乳頭

は２件という形で予算を組ませていただいて、ウィッグ、帽子、補正用下着、人工乳房・乳

頭については、限度額の２分の１を県が補助するという形の補助事業を導入する予定になっ

ております。 

  最後の実施時期でございますが、今回の補正予算をお願いし、令和６年１月から実施した

いと考えておりまして、周知方法につきましては市のウェブサイト、ＳＮＳ、広報等で周知

を図ってまいりたいと考えております。 

  以上になります。ご審議のほうよろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑等ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 適用日について、令和５年４月１日からということなんですけれども、

こちらは診断を受けた日でしょうか。治療が開始された日か、どちらでしょうか。 
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○委員長（金丸幸司君） 瀧波課長。 

○健康増進課長（瀧波秀彰君） こちらは、診断はもうされていらっしゃる方も対象となりま

すので、補正具をこの適用日以後に購入された方という解釈になります。 

○委員長（金丸幸司君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 

  あと、周知の方法について教えてください。 

  ＳＮＳ、ウェブサイト、広報等での周知ということなんですけれども、これはがん治療が

できる病院、医療機関というと限られてきてしまいますので、病院でのそういった情報提供、

こういったものに補助が出るということの情報の周知というのは、どのようになっているで

しょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 瀧波課長。 

○健康増進課長（瀧波秀彰君） 本市におきまして、いろんな医療機関等にこういった補助事

業以外のものについても広報チラシ等で宣伝をさせていただいている経緯もありますので、

こういったがん治療につきましても対象となるような、大きな病院になるかと思うんですが、

そちらのほうにも周知のチラシ等の配布なんかも考えていきたいと考えております。 

○委員長（金丸幸司君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません、ちょっとお伺いしたいんですけれども、この事業費とし

て104万円ということなんですけれども、ウィッグ、帽子で30件、補正下着で12件とかこの

予定というか、どこかからこの件数の根拠というのは、どこから出たのかちょっと教えてい

ただきたいんですけれども。 

○委員長（金丸幸司君） 瀧波課長。 

○健康増進課長（瀧波秀彰君） こちらの件数の根拠になりますと、平成28年度から全国の

がん登録という形でがんの治療をされている方の統計がされております。そちらを基に県内

でがんの治療をされている方の人数、そして、大まかではありますが甲斐市の方でがんの治

療をされている方の件数が大体把握できるところです。そこから、大体ウィッグが必要とか

という治療の必要な方、もしくは、こういう件数がされる方を見込みの予算としまして、山

梨県が補正予算を組んだ件数がございます。そこの約10％ほどが甲斐市の人口割という形

で導き出されますので、そこから件数は算出させていただきました。 
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○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません、その件数についてなんですけれども、一応県からの割り

当てがあったということなんですが、仮に、これ以上の申請があった場合というのは、どの

ような対応になるでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 瀧波課長。 

○健康増進課長（瀧波秀彰君） 今、県から割り当て等はないんですが、県の補正予算のとき

の数字を独自に人口割という形で解釈して積算をさせていただいていまして、例えば、件数

が伸びて補助をという場合は、県のほうにも相談をするところなんですが、県のほうも補正

対応という形で補助をする予定になっておりますので、それに倣って甲斐市のほうでも件数

見ながら、増えた場合には補正予算で対応したいと考えております。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員の入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時２３分 

 

再開 午前１０時３３分 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、環境課より、４款衛生費、２項環境衛生費及び３項清掃費について一括で説明を求

めます。 

  望月環境課長。 

○環境課長（望月新路君） それでは、環境課に関係する補正予算につきまして、ご説明させ

ていただきます。 

  補正予算説明書の20ページ、21ページをお願いいたします。 

  ４款衛生費、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費、21ページの説明欄ナンバー15犬猫

不妊去勢手術費助成事業について、犬猫の愛護活動に活用してほしいと20万円、市民１人

から寄付をいただきました。そのため財源更正を行うものです。 
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  次に、４款衛生費、３項清掃費、１目清掃費、説明欄ナンバー07広域事務組合負担金に

ついて、133万3,000円の増額をお願いするものです。補正額の財源内訳は全て一般財源で

す。増額の理由につきましては、峡北広域行政事務組合負担金の中のごみ処理特別会計運営

費負担金において、令和５年度当初予算の算出する上で、ごみ処理量割のごみ処理量を令和

３年度の実績により仮に算定しており、令和４年度決算により、令和４年度のごみ処理量や

スラグ処理施設償還に伴う普通交付税の確定に伴い算出を行った結果、合わせて133万

3,000円の増額をお願いするものです。 

  環境課に関わる説明については以上となります。ご審議をよろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対し質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員の入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時３６分 

 

再開 午前１０時３７分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  次に、障がい者支援課より、３款民生費、１項社会福祉費について説明を求めます。 

  輿石障がい者支援課長。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） お疲れさまです。 

  障がい者支援課より、12月補正予算につきましてご説明いたします。 

  補正予算説明書の14ページ、15ページをお願いいたします。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、２目障がい者福祉費、01自立支援給付事業につきまして、

741万8,000円の増額補正をお願いするものでございます。財源は全て一般財源でございま

す。補正の内容につきましては、昨年度交付を受けました障がい者自立支援給付費、障がい

児入所給付費及び障がい児入所医療費に係る国庫負担金の実績報告による交付額確定に伴う

返還金でございます。 
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  次に、02自立支援医療事業につきまして、388万5,000円の増額補正をお願いするもので

ございます。財源は全て一般財源です。補正の内容につきましては、こちらも昨年度交付を

受けました障がい者自立支援医療費に係る国庫及び県負担金の実績報告による交付額確定に

伴う返還金でございます。 

  次に、06特別障がい者手当等給付費につきまして、199万8,000円の増額補正をお願いす

るものでございます。財源内訳の国・県支出金149万8,000円は国の負担分で、負担率は４

分の３でございます。残りは一般財源です。補正の内容につきましては、障がい児福祉手当、

特別障がい者手当の予算執行見込に伴う不足分の増額でございます。 

  以上が、障がい者支援課の補正予算の内容でございます。ご審議のほど、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 06特別障がい者手当と給付費なんですけれども、執行見込みに伴う

増額ということなんですが、200万円くらいの増額というのは、何か増えた要因というのは

あるんでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 志田生活支援係長。 

○生活支援係長（志田さか江君） この特別障がい者手当給付費の増額分ですけれども、４月

１日に手当額の国のほうで改正がありまして、それに伴う増額分になります。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時４０分 

 

再開 午前１０時４２分 
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○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、福祉課より３款民生費、３項生活保護費について説明を求めます。 

  羽中田福祉課長。 

○福祉課長（羽中田和幸君） 大変お疲れでございます。 

  それでは、福祉課の12月補正について説明させていただきます。 

  補正予算説明書の18ページ、19ページをお願いします。 

  議案書は24ページ、25ページになります。 

  ３款民生費、３項生活保護費、１目生活保護総務費のナンバー01生活保護総務費につき

まして、6,911万3,000円を増額補正させていただくものでございます。財源内訳は全て一

般財源となります。 

  内容につきましては、手数料として生活保護申請等に伴う銀行等への預金額調査手数料が

不足を生じるため８万2,500円と、例年12月に補正にて同様の手続をしておりますが、前年

度に交付を受けた生活保護費等国庫負担金、生活困窮者自立相談支援事業費等国庫負担金、

生活困窮者就労準備支援事業費等国庫補助金、また、一昨年度から行われた新型コロナウイ

ルスセーフティーネット強化交付金について、それぞれの事業費の確定に伴い、国庫補助金

額額が確定したため、受入済額との差額を国へ返還をするものであります。 

  内訳は、生活保護費等が約6,352万5,413円、生活困窮者自立相談支援事業費等が1,500円、

生活困窮者就労準備支援事業費等が49万円、新型コロナウイルス感染症セーフティーネッ

ト強化交付金が501万3,000円となっております。 

  次に、同２目扶助費のナンバー01扶助費につきまして、１億4,875万9,000円を増額補正

させていただくものでございます。財源内訳は、国庫支出金の生活保護費負担金１億1,056

万9,000円、残りは一般財源となります。 

  内容につきましては、今年度の生活扶助費、医療扶助費、介護扶助費において、年度末ま

での総支出見込額が生活扶助費において528万円、医療扶助費においては１億3,916万3,000

円、介護扶助費においては431万6,000円をそれぞれ不足する見込みでありますので、総額

１億8,075万9,000円の増額補正をお願いするものであります。 

  主な要因として、生活扶助費につきましては、当初予算では10月の制度改正分は見込ん

でいなかったことや、医療扶助費につきましては年々増加する高齢化に伴う受診控えの増加

に伴い、今年度は月当たり1,000万円から2,000万円の増額となっております。 

  介護扶助費につきましては、高齢化に伴い新規に介護認定された方や介護認定区分変更に
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伴う増額が主な要因となり、決算見込みにおいて１億4,875万9,000円が不足する見込みで

あるため、当該不足予算を増額補正させていただくものでございます。 

  以上が福祉課の12月補正予算の内容となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） 介護認定とかという形で大分増えているということなんですけれども、

認定者自体というのは、年々今の団塊の世代たちの方たちのが増えてくるということは、当

然増えるんですけれども、今年度じゃないですけれども、増える分というのを毎年毎年多分

足していくとは思うんですけれども、その辺の見込みというのは、どういう形で増やしてい

くのかというのをちょっとお聞きしたいんですけれども。 

○委員長（金丸幸司君） 有泉保護支援係長。 

○保護支援係長（有泉正恵君） お答えいたします。 

  おおむね前年度と比較して１％ぐらいずつの伸びを見込んでおります。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） 大体今、近年で大体１％ぐらいの伸び率ということでよろしいですか。 

○委員長（金丸幸司君） 有泉係長。 

○保護支援係長（有泉正恵君） そのとおりでございます。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 先ほど、医療扶助費が今月は1,000万円から2,000万円ほど増額して

いるということなんですけれども、コロナの受診控えの反動で受診数が伸びて、受診件数自

体も伸びているのか、かかっている医療が高度化、より費用のかかるものになっているのか、

そのあたりの分析なんかはどうでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 有泉係長。 

○保護支援係長（有泉正恵君） 今年度の診療内容、レセプトのほう確認したところ、それほ

ど大きい金額の手術等はなく、高額であっても200万円程度となっております。レセプトの
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件数も昨年度と比較して物すごく増えているというわけではないんですけれども、受診控え

をしていた間に悪化した方がいたりして、１件１件の診療費用が増えているものと見込んで

います。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時４８分 

 

再開 午前１０時５０分 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、長寿推進課より、３款民生費、１項社会福祉費について説明を求めます。 

  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お疲れさまです。 

  福祉部長寿推進課です。よろしくお願いいたします。 

  令和５年度一般会計補正予算（第６号）のうち、長寿推進課が所管いたします補正内容の

説明につきましてご説明させていただきます。 

  お手元の補正予算説明書14、15ページをお願いいたします。 

  説明させていただきます。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、３目老人福祉費、27節繰出金のうち、16介護保険特別会

計繰出金358万5,000円の追加をお願いするものであります。 

  財源内訳はその他財源といたしまして、前年度分の国・県に係る低所得者保険料軽減負担

金244万1,000円と一般財源97万9,000円であります。 

  補正の内容につきましては、前年度分の低所得者保険料軽減負担金の精算分と、介護報酬

改定に伴うシステム改修に係る事務諸費を介護保険特別会計へ繰り出すものであります。 

  詳細につきましては、後ほど介護保険特別会計補正予算の審査時にご説明させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 
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  長寿推進課の一般会計補正予算（第６号）の説明につきましては以上であります。ご審議

のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員の入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５２分 

 

再開 午前１０時５３分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  次に、保険課より、３款民生費、１項社会福祉費及び４款衛生費、１項保健衛生費につい

て、一括で説明を求めます。 

  堤保険課長。 

○保険課長（堤 貞治君） 大変お疲れさまでございます。 

  保険課から、議案第74号 令和５年度甲斐市一般会計補正予算（第６号）につきまして

ご説明いたします。 

  補正予算説明書の14、15ページをお願いいたします。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、３目老人福祉費、04後期高齢者医療特別会計繰出金37万

9,000円の減額につきましては、山梨県後期高齢者医療広域連合へ負担する事務費分の繰出

金を減額するもので、財源は一般財源でございます。 

  内容は、後期高齢者医療広域連合窓口システムの更新作業を令和５年度に予定しておりま

したが、開発の遅れにより令和６年度に延期されたためでございます。 

  次に、20、21ページをお願いいたします。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、10国民健康保険特別会計繰出金５

万6,000円の減額につきましては、社会保障税番号システム整備費補助金交付に伴う減額補

正で、財源は一般財源でございます。 
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  内容は、マイナンバーカードの保険証利用における普及促進として、パンフレット印刷の

経費に対する補助金が国から国保特別会計に交付されることから、一般会計からの国保特別

会計への繰出金を減額するものでございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了いたします。 

  これより、議案第74号を採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第74号を終わります。 

  引き続き、議案第75号 令和５年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を

行います。 

  歳入歳出一括で説明を求めます。 

  堤保険課長。 

○保険課長（堤 貞治君） 引き続き、保険課から議案第75号 令和５年度甲斐市国民健康

保険特別会計補正予算（第２号）につきましてご説明いたします。 

  議案の31ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,272万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ69億8,474万8,000円とするものでございます。 
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  補正予算説明書の34、35ページをお願いいたします。 

  まず、歳入からご説明させていただきます。 

  ３款国庫支出金、２項国庫補助金、３目１節社会保障税番号制度システム整備費補助金５

万6,000円の増額につきましては、先ほど一般会計の国保特会への繰出金でご説明したとお

り、マイナンバーカードの保険証利用における普及促進として、パンフレット印刷の経費に

対する国からの補助金でございます。 

  次に、６款繰入金、１項１目一般会計繰入金、３節職員給与費等繰入金５万6,000円の減

額につきましては、先ほどのマイナンバーカード保険証利用のパンフレット印刷経費につい

て、国からの補助金が交付されたことに伴い、一般会計からの繰入金を減額したことによる

職員給与費等繰入金の減額でございます。 

  ２項基金繰入金、１目１節財政調整基金繰入金296万6,000円の減額につきましては、今

回の補正予算に伴う歳入歳出予算の調整によるものでございます。 

  次に、７款１項１目１節繰越金1,569万円の増額は、令和４年度からの繰越金でございま

す。 

  １枚めくっていただき、36、37ページをお願いいたします。 

  歳出につきましてご説明をさせていただきます。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目03一般管理費につきましては、歳出額に変更はござ

いませんが、財源について国から交付される社会保障税番号制度システム整備費補助金５万

6,000円増額し、その他財源の職員給与費等繰入金５万6,000円を減額する財源更正でござ

います。 

  次に、７款１項基金積立金、１目01財政調整基金積立金1,126万6,000円の増額につきま

しては、前年度繰越金を積立てするものでございます。 

  次に、９款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目01一般被保険者保険税還付金100

万円の増額につきましては、遡って国保資格を喪失した場合や国保税に変更があった被保険

者に対する保険税の還付金でございます。 

  ５目01償還金45万8,000円の増額につきましては、令和４年度国庫負担金等の実績報告に

基づき、交付額の確定により交付金を返還するものでございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 
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  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  本案について、討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了いたします。 

  これより、議案第75号を採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第75号を終わります。 

  引き続き、議案第76号 令和５年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

を行います。 

  歳入歳出一括で説明を求めます。 

  堤保険課長。 

○保険課長（堤 貞治君） 議案第76号 令和５年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）につきましてご説明いたします。 

  議案の37ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ154万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ９億5,892万1,000円とするものでございます。 

  補正予算説明書の44、45ページをお願いいたします。 

  まず、歳入につきましてご説明をさせていただきます。 

  ３款１項１目１節一般会計繰入金37万9,000円の減額につきましては、先ほど一般会計の

後期特会への繰出金でご説明したとおり、山梨県後期高齢者医療広域連合窓口システムの更

新作業を令和５年度に予定しておりましたが、開発の遅れにより令和６年度に延期されたた

め、一般会計からの事務費の繰入金を減額するものでございます。 
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  次に、４款１項１目１節繰越金192万2,000円の増額につきましては、令和４年度からの

繰越金でございます。 

  １枚めくっていただき、46、47ページをお願いいたします。 

  歳出につきましてご説明いたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目02一般管理費37万9,000円の減額につきましては、歳

入で説明した広域連合窓口システムの更新作業延期による減額で、財源はその他財源の事務

費繰入金でございます。 

  次に、２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、01保険料等納付金180万2,000円の

増額につきましては、令和４年度出納整理期間における保険料収入額を山梨県後期高齢者医

療広域連合へ納付するものでございます。 

  次に、３款諸支出金、２項繰出金、１目01一般会計繰出金12万円の増額につきましては、

令和４年度の精算に伴う一般会計への繰出金でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  本案について、討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了いたします。 

  これより、議案第76号を採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第76号を終わります。 
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  ここで職員の入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０８分 

 

再開 午前１１時０９分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  引き続き、議案第77号 令和５年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第２号）を行い

ます。 

  歳入歳出一括で説明を求めます。 

  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お疲れさまです。 

  長寿推進課より、議案第77号 令和５年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第２号）

についてご説明をさせていただきます。 

  議案書は43ページ、補正予算説明書は51、52、53ページをお願いいたします。 

  それでは最初に、議案のほうからご説明させていただきます。 

  令和５年度介護保険特別会計補正予算（第２号）につきましては、補正前の額53億4,614

万1,000円に歳入歳出それぞれ１億2,813万1,000円の追加をお願いし、補正後の額を54億

7,427万2,000円とするものであります。 

  それでは、補正予算の51ページ、52ページ、53ページをお願いいたします。 

  初めに、歳入の内容につきましてご説明をさせていただきます。 

  すみません、補正予算書の54、55ページをお願いいたします。 

  それでは、説明させていただきます。 

  ８款繰入金、１項一般会計繰入金、４目低所得者保険料軽減繰入金325万5,000円の増額

は、国・県からの現年度分低所得者保険料軽減に係る繰入金であります。 

  次に、５目その他一般会計繰入金、33万円の増額は、介護報酬改定に伴うシステム改修

に係る経費を一般会計から繰り入れるものであります。 

  次に、２項基金繰入金、１目介護給付準備基金繰入金1,615万7,000円の増額は、前年度

分の介護給付費をはじめ、地域支援事業等などの精算に伴う国・県支払基金への返還金の一

部を基金から繰り入れるものであります。 
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  次に、９款１項１目繰越金１億839万9,000円は、前年度からの繰越金となります。 

  歳入の説明は以上であります。 

  続きまして、歳出の内容をご説明させていただきます。 

  補正予算説明書の56、57ページをお願いいたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、03事務諸費33万円の増額は、介護報酬

改定に伴う介護保険事業所台帳管理システムの改修委託料であります。 

  次に、６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、３目国庫支出金等償還金、01国庫支

出金等償還金１億2,030万4,000円の増額は、前年度の事業の確定に伴う国・県診療報酬支

払基金への返還金であります。 

  次に、２項繰出金、１目一般会計繰出金、01一般会計繰出金749万7,000円の増額は、前

年度事業の確定に伴う一般会計への繰出金であります。 

  次に、補正予算説明書の58ページをお願いいたします。 

  繰越明許費についてご説明させていただきます。 

  第９次高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画に基づき、今年度予算に整備費を

計上し、整備を予定しておりました看護小規模多機能型居宅介護事業所及び地域密着型特別

養護老人ホームの施設整備費につきましては、県の補助金の交付事務が当初の予定より大幅

に遅れており、交付決定が年明けの令和６年１月以降にずれ込む見通しとなり、年度内に工

事を完了する見込みが立たなくなったことから、地域介護福祉空間整備費等補助金２億

1,285万2,000円の繰り越しを行う必要があることから、今回繰越明許費をお願いするもの

であります。 

  なお、今後の予定といたしましては、医療法人仁和会が整備をいたします看護小規模多機

能型居宅介護事業所は、１月中旬頃に県の交付決定を受け、その後工事着手となり、約６か

月半の工事期間を経て、順調に進めば10月頃運用開始という形になります。 

  また、ひかりの里が整備をいたします地域密着型の特別養護老人ホームにつきましては、

国から県へのほうへ令和５年12月中に内示があるとの情報をいただいておりますので、内

示後は速やかに事務手続を進め、事業者が工事に着手できるよう連携を進めてまいりたいと

思いますので、よろしくお願いをいたします。 

  以上、介護保険特別会計補正予算（第２号）の説明は以上となります。ご審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 
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  これより説明に対する質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 繰越明許についてなんですけれども、ひかりの里さんのほうはいつ頃

オープンの予定でしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お答えをいたします。 

  ひかりの里のほうの特養の交付決定等につきましては、まだ国のほうから県のほうに何の

連絡もないというような状況ではございますが、いずれ繰越明許をお願いいたしましても、

令和７年３月までには事業を完了いたさないとならないような状況でありますので、国のほ

うから県のほうに内示等があって、市のほうへそういった通達等があり次第、速やかに事業

のほうに着手をするということで、なるべく早い段階での完成を目指して今後進めてまいり

たいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほかございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） その看多機特別養護老人ホームの県からの決定が遅れているというこ

となんですけれども、これが第９期の中期計画に影響を及ぼす可能性というのはあるんでし

ょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） あくまでも繰越明許ということでお願いをしておりますので、

令和５年度の予算執行となりますので、特に計画のほうには影響は及ぼさないというような

状況であります。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  本案について討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了します。 

  これより、議案第77号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第77号を終わります。 

  引き続き、議案第78号 令和５年度甲斐市介護サービス特別会計補正予算（第１号）を

行います。 

  歳入歳出一括で説明を求めます。 

  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） それでは続きまして、議案第78号 令和５年度甲斐市介護

サービス特別会計補正予算（第１号）につきましてご説明をさせていただきます。 

  議案書は49ページ、補正予算説明書は61ページをお願いいたします。 

  議案書のほうからご説明させていただきます。 

  令和５年度甲斐市介護サービス特別会計補正予算（第１号）につきましては、補正前の額

1,654万3,000円に歳入歳出それぞれ128万6,000円の追加をお願いし、補正後の額を1,782万

9,000円とするものであります。 

  初めに、歳入の内容につきましてご説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の64、65ページをお願いいたします。 

  説明させていただきます。 

  ３款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金128万6,000円の増額は、前年度決算

に伴う繰越金であります。 

  続きまして、歳出を説明させていただきます。 

  補正予算説明書の66、67ページをお願いいたします。 

  ３款諸支出金、２項繰出金、１目一般会計繰出金、01一般会計繰出金128万6,000円は、

前年度からの繰越金を一般会計のほうへ繰り出すものであります。 

  介護サービス特別会計補正予算（第１号）の説明につきましては以上であります。ご審議
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のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  本案について討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了します。 

  これより、議案第78号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第78号を終わります。 

  以上をもちまして、本委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。 

  慎重審議、ご苦労さまでした。 

  次に、その他を行います。 

  委員より、その他何かありますでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、次に、事務局よりありますか。 

  深澤書記。 

○書記（深澤隼人君） 事務局より１点お願いいたします。 

  11月の厚生環境常任委員会で意見交換会について検討していただきまして、相手方につ

いては委員長、副委員長に一任されるということになりました。その後、委員長、副委員長、

事務局と相談をしまして、相手方につきましては子育て支援課所管のファミリーサポートセ

ンターになりました。 
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  委員からは、子育て関連の団体をする意見が多かったことや平成23年に一度意見交換会

を実施していますが、情勢も変わっているといったところで決定いたしました。 

  時期につきましては、２月14日水曜日の午前中に厚生環境常任委員会を開催する予定で

すので、意見交換会はその日の午後に予定したいと思います。 

  説明は以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりましたが、この意見交換会について皆さんのほうから

何かありますでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） よろしいですか。 

  深澤書記。 

○書記（深澤隼人君） 一応１時間から１時間半を予定しています。 

○委員長（金丸幸司君） よろしいですか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 事前に質問なんかを提出したりとかしますか。 

○委員長（金丸幸司君） 深澤書記。 

○書記（深澤隼人君） 一応そうですね。テーマを決めて、それに沿ってお互いに質問を考え

ておきますので、また、それについては周知いたします。 

○委員長（金丸幸司君） よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、その他を終了いたします。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして、厚生環境常任委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１１時２４分 

 

 


